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フ
ア
ー
ド
・
ア
ル
＝
タ
カ
ル
リ
ー
（Fuʾād al-

takarlī, 

一
九
二
七
ー
二
〇
〇
八
年
）
は
二
十
世
紀
の

イ
ラ
ク
を
代
表
す
る
作
家
の
ひ
と
り
。
短
編
小
説
、
長

編
小
説
、
戯
曲
の
各
ジ
ャ
ン
ル
で
作
品
を
残
し
た
。
比

較
的
寡
作
で
は
あ
る
も
の
の
、
二
十
世
紀
後
半
の
イ
ラ

ク
小
説
、
ひ
い
て
は
ア
ラ
ブ
小
説
の
発
展
に
重
要
な
貢

献
を
な
し
た
作
家
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
九
年
に
は
「
ス
ル
タ
ー
ン
・
ビ
ン
・
ア
リ
ー
・

ア
ル
＝
ウ
ワ
イ
ス
賞
（
一
九
九
八
ー
九
九
年
の
小
説
・

演
劇
部
門
）」
│
│
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
民
間
文
化

基
金
が
二
年
ご
と
に
発
表
す
る
大
規
模
な
賞
│
│
を
受

賞
し
た
。

　
ア
ル
＝
タ
カ
ル
リ
ー
は
一
九
二
七
年
、
バ
グ
ダ
ー
ド

の
バ
ー
ブ
・
ア
ル
＝
シ
ャ
イ
フ
地
区
に
中
流
家
庭
の
子

と
し
て
生
ま
れ
た
。
の
ち
に
大
詩
人
と
な
る
ア
ブ
ド
ゥ

ル
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
・
ア
ル
＝
バ
ヤ
ー
テ
ィ
ー
（ʿA

bd al-

W
ahhāb al-B

ayātī, 

一
九
二
六
ー
九
九
年
）
と
は
小
学

校
時
代
か
ら
の
友
人
だ
っ
た
。
一
九
四
九
年
に
法
学

校
（
現
バ
グ
ダ
ー
ド
大
学
法
学
部
）
を
卒
業
し
た
あ
と

は
一
九
八
三
年
ま
で
三
十
五
年
間
に
わ
た
っ
て
法
曹
界

で
活
躍
し
、
イ
ラ
ク
国
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
裁

判
官
な
ど
を
歴
任
し
た
。
本
短
編
「
パ
ン
焼
き
窯
（al-

tann ūr

）」（
一
九
七
三
年
）
に
も
、
こ
う
し
た
職
業
上

の
経
験
が
創
作
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
小
説
作
品
を
レ
バ
ノ
ン
や
イ
ラ
ク
の
雑
誌
な
ど
に
発

表
し
始
め
た
の
は
一
九
五
〇
年
代
初
頭
か
ら
で
、
最

初
は
も
っ
ぱ
ら
短
編
作
家
と
し
て
知
ら
れ
た
。
し
ば

し
ば
、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
マ
リ
ク
・
ヌ
ー
リ
ー
（ʿA

bd al-

M
alik N

ūrī, 

一
九
二
一
ー
九
二
年
）
ら
と
と
も
に
、
イ

ラ
ク
の
短
編
小
説
に
飛
躍
的
発
展
を
も
た
ら
し
た
作
家

と
し
て
名
が
挙
が
る
。
一
九
六
〇
年
に
は
初
の
短
編
集

『
別
の
顔
（al-w

ajh al-ʾākar

）』
を
刊
行
し
て
い
る
が
、

こ
れ
に
も
詩
人
ア
ル
＝
バ
ヤ
ー
テ
ィ
ー
が
関
わ
っ
て
い

た
と
い
う
。
こ
の
短
編
集
は
一
九
八
二
年
に
八
作
品
を

加
え
た
増
補
新
版
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
に

「
パ
ン
焼
き
窯
」
も
含
ま
れ
て
い
る
。
一
方
、
長
編
小

説
と
し
て
は
一
九
八
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
遠
く
の
こ

だ
ま
（al-rajʿ al-baʿīd
）』
が
有
名
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

共
和
制
下
の
バ
グ
ダ
ー
ド
に
暮
ら
す
一
家
三
世
代
を
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
語
っ
た
物
語
で
、
ア
ル
＝
タ
カ
ル

リ
ー
の
み
な
ら
ず
、
イ
ラ
ク
小
説
全
体
を
代
表
す
る
作

品
の
一
つ
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊

　「
パ
ン
焼
き
窯
」
は
独
白
体
で
書
か
れ
た
作
品
で
あ

る
。
副
題
に
あ
る
と
お
り
、
語
り
手
に
よ
る
空
想
上
の

自
己
弁
論
と
い
う
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。
不
貞
を
働
い

た
義
妹
フ
ァ
ル
ハ
を
殺
す
こ
と
で
一
家
の
名
誉
を
守
ろ

う
と
し
た
、
す
な
わ
ち
「
名
誉
殺
人
」
を
行
っ
た
と
彼

は
主
張
す
る
。
し
か
し
や
が
て
語
る
に
落
ち
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
自
己
矛
盾
を
き
た
し
、徐
々
に
読
者
の
前
に「
真

実
」
を
露
呈
し
て
ゆ
く
。
ど
う
や
ら
彼
は
、
妻
子
あ
る

既
婚
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
屋
敷
内
に
住

む
異
父
妹
ハ
リ
ー
マ
と
不
倫
関
係
に
あ
る
ら
し
い
。

フ
ァ
ル
ハ
は
二
人
が
同
衾
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
目
撃
し

て
し
ま
っ
た
が
ゆ
え
に
、
ハ
リ
ー
マ
に
拳
銃
で
撃
ち
殺

さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
語
り
手
は

「
名
誉
殺
人
」
を
捏
造
し
、
自
ら
犯
人
と
名
乗
り
出
る

こ
と
で
こ
の
窮
地
を
切
り
抜
け
よ
う
と
す
る
。
た
し
か

に
、
異
父
妹
ハ
リ
ー
マ
を
守
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
も
あ

る
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、
結
局
は
自
ら
の
醜
聞
を
恐
れ
て

い
る
だ
け
、
お
の
れ
の
「
名
誉
」
を
守
ろ
う
と
し
て
い

る
だ
け
の
よ
う
に
も
映
る
。

　
い
わ
ゆ
る
「
名
誉
殺
人
」（jarīm

at šaraf

）
は
ア
ラ

ブ
圏
に
か
ぎ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
こ
の
種

の
犯
罪
が
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
ア
ラ
ブ
諸
国
で
し
ば

し
ば
深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
事
実
で

あ
る
。
ふ
り
か
え
っ
て
見
れ
ば
、
文
学
の
世
界
で
も
、

名
誉
殺
人
あ
る
い
は
「
女
性
の
貞
操
と
家
族
（
男
性
）

の
名
誉
」
を
め
ぐ
っ
て
行
わ
れ
る
犯
罪
を
取
り
上
げ
た

作
家
は
多
い
。
ア
ラ
ブ
圏
全
体
だ
と
お
そ
ら
く
相
当
数

の
作
品
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
少
し
言
及

解

説

福
田 

義
昭
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す
る
程
度
の
作
品
も
含
め
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
山
の
よ
う

に
あ
る
だ
ろ
う
。
筆
者
の
主
た
る
関
心
か
ら
エ
ジ
プ
ト

の
例
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
タ
ー
ハ
ー
・
フ
サ
イ
ン

（Ṭāhā Ḥ
usayn, 

一
八
八
九
ー
一
九
七
三
年
）、
マ
ハ

ム
ー
ド
・
タ
ー
ヒ
ル
・
ラ
ー
シ
ー
ン
（M

aḥm
ūd Ṭāhir 

Lāsīn, 

一
八
九
四
ー
一
九
五
四
年
）、
ヤ
ハ
ヤ
ー
・
ハ
ッ

キ
ー
（Yaḥyā Ḥ

aqqī, 

一
九
〇
五
ー
九
二
年
）、
ナ
ギ
ー

ブ
・
マ
ハ
フ
ー
ズ
（N

ajīb M
aḥfūẓ, 

一
九
一
一
ー

二
〇
〇
六
年
）、
ユ
ー
ス
フ
・
イ
ド
リ
ー
ス
（Y

ūsuf 

ʾIdrīs, 

一
九
二
七
ー
九
一
年
）
…
…
と
い
う
よ
う
に
、

小
説
草
創
期
以
来
の
有
名
作
家
の
名
が
立
て
続
け
に
浮

か
ん
で
く
る
。

　
そ
の
よ
う
な
な
か
「
パ
ン
焼
き
窯
」
が
ユ
ニ
ー
ク
な

の
は
、
名
誉
殺
人
が
実
際
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と

だ
ろ
う
。
無
論
、殺
人
は
行
わ
れ
た
が
、犠
牲
者
は
「
姦

婦
」
で
は
な
い
。
逆
に
、
姦
通
（
婚
外
交
渉
か
つ
近
親

相
姦
）
を
行
っ
た
人
物
が
目
撃
者
を
殺
し
て
い
る
。
そ

の
殺
人
を
（
法
律
上
は
と
も
か
く
社
会
的
に
）
正
当
化

す
る
た
め
の
論
理
と
し
て
、「
名
誉
殺
人
」
が
持
ち
出

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
か
え
っ
て
こ
の
社
会
問
題
の

根
深
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
語
り
手
は
、

近
代
国
家
の
裁
判
官
に
対
し
、
一
家
の
名
誉
を
守
る
た

め
に
姦
婦
を
殺
し
た
自
分
は「
無
実
」だ
と
主
張
す
る
。

こ
う
し
た
情
理
に
訴
え
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
、
少

な
く
と
も
彼
は
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
自
分
が
暮
ら

す
社
会
が
近
代
法
の
み
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
彼
の
言
葉
遣
い
を
見
れ
ば
、
彼
が
完
全

に
「
伝
統
」
の
側
に
立
つ
ナ
イ
ー
ブ
な
人
間
で
な
い
こ

と
も
明
ら
か
だ
ろ
う
。
情
状
酌
量
を
引
き
出
そ
う
と
し

て
彼
は
自
負
と
卑
下
が
入
り
混
じ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
形

容
を
自
ら
に
与
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
生
粋
の
ア

ラ
ブ
」「
学
の
な
い
ベ
ド
ウ
ィ
ン
」「
注
意
力
散
漫
な
人

種
」「
自
ら
身
を
立
て
、
読
み
書
き
を
学
ん
だ
」「
高
貴

な
る
蛮
族
」（
西
洋
起
源
の
表
現
の
引
用
？
）
な
ど
で

あ
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
表
現
自
体
に
近
代
人
の
視

線
が
す
で
に
含
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
皮
肉
な
効
果
を

生
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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